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療
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療
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災
害
時
医
療
体
制
見
直
し
の
方
向
性

東
日
本
大
震
災
と
横
浜

45■ 特集・東日本大震災と横浜

　

横
浜
市
健
康
福
祉
局
は
、
３
月

17
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
宮
城
県

気
仙
沼
市
に
横
浜
市
医
療
チ
ー
ム

を
派
遣
し
、
避
難
場
所
に
お
け
る

医
療
救
護
活
動
に
従
事
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
医
療
支

援
活
動
は
、
本
市
の
災
害
時
医
療

体
制
へ
の
数
々
の
教
訓
を
間
近
に

学
べ
た
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
医
療
チ
ー

ム
の
編
成
と
医
療
支
援
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
、
本
市

が
取
り
組
む
べ
き
災
害
時
医
療
体

制
の
充
実
強
化
の
方
向
性
に
つ
い

て
所
感
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

１ 

　 

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
の
編
成

❶
横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
の
概
要

　

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
は
、
民
間

病
院
を
含
む
市
内
16
医
療
機
関
の

協
力
を
得
て
編
成
し
、
１
チ
ー
ム

４
〜
６
人
で
構
成
し
た
。
構
成
員

の
内
訳
は
医
師
１
〜
２
人
、
看
護

師
１
〜
２
人
、薬
剤
師
０
〜
１
人
、

業
務
調
整
員
１
人
と
し
、
参
加
人

員
は
延
べ
１
６
５
人
に
及
ん
だ
。

活
動
期
間
は
原
則
３
泊
４
日
と
し

た
。

❷
派
遣
場
所
の
決
定

　

震
災
直
後
か
ら
厚
生
労
働
省
に

よ
る
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ（
以
下「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」と
い
う
。）

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
活
動
が
報
道
さ
れ

る
中
、
被
災
地
へ
の
医
療
支
援
活

動
を
検
討
し
て
い
た
本
市
は
活
動

場
所
の
選
定
に
苦
慮
し
て
い
た
。

「
ど
こ
に
、
ど
の
程
度
の
医
療
支
援

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
」と
い
っ

た
全
体
像
が
把
握
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
頃
か
ら
市
内

の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
て
い
る
横
浜
市
立
大
学

救
急
医
学
の
教
授
か
ら
「
気
仙
沼

市
へ
の
支
援
が
不
足
し
て
い
る
」

と
の
情
報
を
い
た
だ
き
、
３
月
16

日
に
神
奈
川
県
と
調
整
を
図
り
、

気
仙
沼
市
へ
の
派
遣
を
決
定
し
た
。

❸
横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
の
誕
生

　

早
速
、
横
浜
市
立
大
学
に
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
横
浜
市
立
大
学

附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

医
師
２
人
及
び
看
護
師
１
人
に
、

業
務
調
整
員
に
当
課
の
係
長
を
加

え
た
４
人
で
第
１
次
隊
を
編
成
し
、

翌
17
日
早
朝
に
気
仙
沼
市
に
向
け

出
発
さ
せ
た
。

　

派
遣
開
始
当
初
は
、
横
浜
市
立

大
学
附
属
の
２
病
院
及
び
市
立
病

院
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
編
成
で

あ
っ
た
が
、
３
月
22
日
に
設
置
し

た
「
災
害
医
療
支
援
統
括
調
整
本

部
（
市
内
の
各
医
療
機
関
と
被
災

地
対
応
に
係
る
情
報
を
共
有
し
、

避
難
者
の
医
療
機
関
へ
の
受
入
れ

に
関
す
る
総
合
調
整
等
を
一
元
化

す
る
た
め
に
、
市
内
主
要
病
院
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
の
協
力
を

得
て
市
災
害
対
策
本
部
内
に
臨
時

に
設
置
し
た
組
織
）」
に
お
い
て
、

４
月
以
降
の
医
療
支
援
活
動
の
在

り
方
を
検
討
し
た
結
果
、
横
浜
市

と
し
て
初
の
試
み
と
な
る
「
民
間

医
療
機
関
の
協
力
を
得
た
横
浜
市

医
療
チ
ー
ム
」
を
編
成
す
る
こ
と

に
し
た
。

❹
横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
の
特
徴

　

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
の
大
き
な

特
徴
と
し
て
、
次
の
２
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。

○
一
つ
は
、行
政
が
中
心
と
な
り
、

市
内
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
編

成
し
た
混
成
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
被
災
地
で
活
動
す
る

医
療
支
援
チ
ー
ム
は
一
般
に
４
〜

５
人
程
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け

の
ス
タ
ッ
フ
を
同
時
に
派
遣
で
き

る
医
療
機
関
は
限
ら
れ
る
。ま
た
、

仮
に
派
遣
で
き
て
も
活
動
の
長
期

化
に
対
応
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。
今
回
の
横
浜
市
医
療
チ
ー

ム
は
、
数
多
く
の
医
療
機
関
の
協

力
を
得
て
、
活
動
の
長
期
化
に
対

し
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
」
を
可

能
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

一
つ
の
チ
ー
ム
を
複
数
の
病
院
か

ら
構
成
す
る
横
浜
市
医
療
チ
ー
ム

は
、
ま
さ
に
オ
ー
ル
横
浜
の
力
を

結
集
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

○
二
つ
に
は
、
各
チ
ー
ム
の
業
務

調
整
員
に
本
市
職
員
（
横
浜
市
立

大
学
附
属
２
病
院
の
職
員
を
含

む
。）
を
充
て
た
こ
と
で
あ
る
。
本

市
職
員
を
各
チ
ー
ム
の
業
務
調
整

員
と
し
て
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

混
成
チ
ー
ム
の
弱
点
に
も
な
り
か

ね
な
い
指
揮
本
部
と
の
連
携
及
び

チ
ー
ム
内
の
意
思
疎
通
を
円
滑
に

し
、
全
体
方
針
に
基
づ
い
た
活
動

の
連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
し

た
。
現
地
か
ら
戻
っ
て
来
ら
れ
た

医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
市
の
職
員

が
い
て
く
れ
て
助
か
っ
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
数
多
く
頂
戴
し
た
が
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
高
さ
と
相
俟
っ
て
、
狙
い
が

功
を
奏
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
気
仙
沼
市
で
は
、
全
国

各
地
か
ら
最
多
25
の
医
療
支
援

チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
た
が
、
い

ず
れ
も
特
定
の
法
人
や
学
会
に
よ

る
要
請
を
受
け
た
病
院
チ
ー
ム
や
、

都
道
府
県
が
派
遣
し
た
病
院
単
位

の
チ
ー
ム
（
派
遣
順
序
を
都
道
府

県
内
で
決
め
て
い
る
）で
あ
っ
た
。

行
政
機
関
が
主
導
し
た
混
成
チ
ー

ム
は
横
浜
市
だ
け
で
あ
り
、
他
の

医
療
支
援
チ
ー
ム
か
ら
強
い
関
心

が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
、
災
害
時

執
筆山

田　

裕
之

健
康
福
祉
局
医
療
政
策
室

救
急
・
災
害
医
療
課
長
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の
医
療
支
援
チ
ー
ム
の
標
準
モ
デ

ル
と
し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
。

２ 

　  

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
の
活
動

内
容

　

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
に
よ
る「
避

難
住
民
へ
の
診
療
」「
現
地
活
動
本

部
に
お
け
る
統
括
補
佐
」
を
振
り

返
り
た
い
。

❶
避
難
住
民
へ
の
診
療

　

３
月
19
日
に
横
浜
市
医
療
チ
ー

ム
第
１
次
隊
の
活
動
に
よ
り
救
護

所
が
設
置
さ
れ
た
鹿
折
中
学
校
は
、

震
災
直
後
に
は
約
５
０
０
人
の

方
々
が
す
し
詰
め
の
状
態
と
な
り
、

冷
た
い
体
育
館
の
床
で
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
た（
９
月
２
日
現
在
、

今
な
お
市
内
最
多
の
91
人
が
避
難

生
活
中
）。

　

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
は
４
月
下

旬
ま
で
、
鹿
折
中
学
校
救
護
所
を

定
点
診
療
場
所
（
写
真
１
参
照
）

と
し
、午
前
中
は
同
校
で
診
療
し
、

午
後
は
行
政
か
ら
の
情
報
が
行
き

届
か
な
い
小
規
模
な
避
難
所
（
公

民
館
や
寺
院
な
ど
５
か
所
）
へ
の

巡
回
診
療
を
行
っ
た
。

　

派
遣
活
動
が
１
か
月
を
経
過
し

た
こ
ろ
か
ら
、
医
療
支
援
活
動
か

ら
撤
退
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
窺
う
医

療
支
援
チ
ー
ム
が
増
え
、
５
月
に

な
る
と
撤
退
を
表
明
す
る
医
療
支

援
チ
ー
ム
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、

活
動
を
継
続
す
る
医
療
チ
ー
ム
へ

の
担
当
区
域
の
再
編
が
行
わ
れ
、

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
は
鹿
折
中
学

校
を
他
チ
ー
ム
に
引
継
ぎ
、
市
内

最
大
の
避
難
所
で
あ
っ
た
市
総
合

体
育
館
Ｋ―

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
（
震
災
直

後
は
約
３
，０
０
０
人
が
避
難
。
５

月
当
初
に
は
１
，５
０
０
人
が
避
難

中
）を
終
日
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

６
月
に
入
り
、
現
地
で
活
動
す

る
医
療
支
援
チ
ー
ム
は
本
市
を
含

め
た
４
チ
ー
ム（
中
旬
か
ら
３
チ
ー

ム
）の
み
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

診
療
場
所
を
10
か
所
程
度
に
整
理

し
、
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
巡
回

診
療
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
横

浜
市
医
療
チ
ー
ム
は
引
き
続
き
市

総
合
体
育
館
を
活
動
の
中
心
に
置

き
つ
つ
、
巡
回
診
療
の
担
当
範
囲

を
気
仙
沼
市
全
域
に
拡
大
し
、
診

療
最
終
日
と
な
る
６
月
30
日
ま
で

医
療
支
援
活
動
に
従
事
し
た
。

❷
現
地
活
動
本
部
の
統
括
補
佐

　

各
地
か
ら
参
集
し
た
医
療
支
援

チ
ー
ム
の
協
調
を
図
り
つ
つ
、
担

当
区
域
を
調
整
す
る
な
ど
の
統
括

役
を
担
っ
た
の
は
東
京
都
福
祉
保

健
局
で
あ
っ
た
。
気
仙
沼
市
職
員

は
、
医
療
支
援
活
動
の
運
営
に
ま

で
関
わ
る
余
力
が
な
く
、
我
々
に

全
権
一
任
さ
れ
て
い
た
状
況
に

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
横
浜
市

は
東
京
都
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、

４
月
以
降
は
東
京
都
の
補
佐
役
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

現
地
活
動
拠
点
（
気
仙
沼
市
所

有
施
設
を
借
用
）
で
は
、
毎
朝
８

時
と
毎
夕
17
時
か
ら
東
京
都
の
進

行
で
始
ま
る
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
活
動
方
針
の
確
認
、

各
避
難
所
の
状
況
報
告
等
に
よ
り

情
報
の
共
有
化
に
努
め
た
。
し
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
派
遣
ル
ー
ト
で

参
集
し
て
い
る
医
療
支
援
チ
ー
ム

の
立
場
を
考
慮
し
、
緩
い
規
律
の

中
で
調
和
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
難
し
さ
も
あ
り
、
参
集
し
た

医
療
支
援
チ
ー
ム
の
最
適
化
を
図

る
面
で
は
今
後
に
課
題
を
残
し
た
。

（
写
真
２
参
照
）

　

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
気
仙
沼
入

り
す
る
医
療
支
援
チ
ー
ム
も
増
え
、

一
時
は
医
療
に
係
る
需
要
と
供
給

に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
た
。

ま
た
、
も
と
も
と
医
療
過
疎
地
域

に
お
い
て
、
ど
の
段
階
で
地
域
医

療
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
べ

き
か
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
早
い

段
階
か
ら
我
々
の
頭
を
悩
ま
せ
た
。

　

医
療
支
援
の
収
束
時
期
及
び
地

域
医
療
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
向

け
た
活
動
方
針
に
つ
い
て
は
、
地

元
医
師
会
と
協
議
の
も
と
、
５
月

20
日
の
市
災
害
対
策
本
部
会
議
に

支
援
者
側
か
ら
提
案
し
、「
６
月
30

日
を
も
っ
て
地
域
医
療
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
（
医
療
支
援
終
了
）」

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

以
降
、
円
滑
に
地
域
医
療
に
引

き
継
ぐ
こ
と
に
腐
心
し
な
が
ら
、

東
京
都
と
と
も
に
最
終
日
ま
で
医

療
支
援
活
動
の
全
体
像
を
描
き
な

が
ら
、
実
際
の
診
療
活
動
に
従
事

し
て
き
た
。

３ 

　   

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
の
診
療

実
績

　

横
浜
市
医
療
チ
ー
ム
は
、
救
護

所
で
の
定
点
診
療
及
び
巡
回
診
療

に
よ
り
約
３
，０
０
０
人
を
診
療
し

た
。

❶
診
療
患
者
数
の
変
化

　

震
災
直
後
の
混
乱
が
収
ま
る
と

徐
々
に
新
患
が
減
り
、
慢
性
疾
患

薬
を
中
心
に
継
続
処
方
を
求
め
る

患
者
が
増
え
始
め
、
一
日
当
り
20

〜
30
人
を
診
療
す
る
日
が
続
い
た
。

こ
れ
は
他
の
避
難
所
で
も
同
様
の

傾
向
で
あ
っ
た
。
再
来
患
者
が
増

え
始
め
、
そ
の
傾
向
が
継
続
し
始

め
た
時
期
が
、
医
療
支
援
の
体
制

を
再
考
す
る
一
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
な
る
で
あ
ろ
う
。（
図
１
参
照
）

❷
患
者
の
疾
病
状
況

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
は
大
き

く
異
な
り
、
外
科
的
な
処
置
を
要

す
る
重
症
患
者
は
限
ら
れ
、
上
気

道
炎
等
の
呼
吸
器
系
や
、
高
血
圧

症
等
の
慢
性
疾
患
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、上
下
水
道
の
復
旧
が
遅
れ
、

避
難
所
の
衛
生
環
境
が
好
ま
し
く

な
く
、
感
染
症
等
の
流
行
が
危
惧

さ
れ
た
が
、
各
医
療
チ
ー
ム
の
細

写真２　全体ミーティング。多いときには100人程度が参加していた。 写真１　鹿折中学校に設置した救護所
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心
の
配
慮
が
功
を
奏
し
、
ア
ウ
ト

ブ
レ
ー
ク
す
る
こ
と
な
く
封
じ
込

め
る
こ
と
が
で
き
た
。（
図
２
参

照
）

４ 

　   

災
害
時
医
療
体
制
の
充
実
強

化
の
方
向
性

　

従
来
、
災
害
時
に
お
け
る
各
種

対
策
を
策
定
す
る
上
で
一
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝
自
己
完
結
〞
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　

し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
教
訓
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
誕
生
し
て

以
来
、
災
害
出
動
を
重
ね
て
き
て

お
り
、
迅
速
な
派
遣
活
動
は
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
る
。
今
回
も
仙

台
市
に
は
震
災
翌
日
の
午
前
中
に

早
く
も
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
25
チ
ー
ム
が
到

着
し
、２
日
後
の
夕
刻
に
は
77
チ
ー

ム
が
到
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
に
限
ら
ず
、
早
期
の
段
階

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
支
援
チ
ー

ム
が
被
災
地
で
活
動
を
開
始
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
災
害

時
医
療
体
制
は
、
従
来
の
よ
う
な

自
己
完
結
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
む

し
ろ
相
互
支
援
型
を
基
本
に
考
え

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
念
頭
に
置
き
、
今
後

本
市
と
し
て
整
理
す
べ
き
基
本
的

な
課
題
を
述
べ
て
み
た
い
。

❶ 

行
政
と
医
師
の
協
働
に
よ
る
医

療
の
総
合
指
揮
調
整
機
能
を
組

織
化
す
る
こ
と
。

　

横
浜
市
が
被
災
し
、
他
地
域
か
ら

の
医
療
支
援
を
必
要
と
す
る
場
合
、

又
、
他
地
域
へ
の
医
療
支
援
を
行
う

場
合
の
い
ず
れ
で
あ
って
も
、
行
政
と

医
師
が
有
機
的
に
連
携
し
活
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ

た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
は
、
会

場
内
で
の
救
急
事
案
や
万
が
一
の

テ
ロ
災
害
発
生
に
備
え
、
会
場
内

に
現
地
医
療
本
部
を
設
置
し
、
行

政
職
員
の
ほ
か
、
市
内
の
医
療
機

関
に
精
通
し
て
い
る
医
師
を
24
時

間
体
制
で
常
駐
さ
せ
た
経
験
が
あ

る
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
も
市
災
害
対
策
本
部
内
（
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）
に
「
災
害

医
療
支
援
統
括
調
整
本
部
」
を
臨

時
に
設
置
し
、
市
内
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
長
等
に
常
駐
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

医
療
に
関
す
る
情
報
収
集
は
医

療
従
事
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は

か
な
わ
な
い
。
医
療
を
展
開
す
る

上
で
医
療
機
関
情
報
の
効
果
的
な

収
集
と
共
有
は
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
時
々
の
医
療
資
源
を
最
大
限

に
有
効
活
用
す
る
た
め
に
医
学
的

見
地
か
ら
の
判
断
も
欠
か
せ
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
行
政
と
医
師
の
協

働
に
よ
る
医
療
の
総
合
指
揮
調
整

機
能
は
是
非
と
も
組
織
化
し
て
お

き
た
い
。

❷ 

神
奈
川
県
と
連
携
し
た
共
同
判

断
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

大
震
災
の
よ
う
な
広
域
災
害
は
、

事
前
計
画
を
い
く
ら
緻
密
に
し
た

と
こ
ろ
で
本
市
だ
け
で
対
処
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
市
域
内
で
の

完
結
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
神
奈
川
県

を
単
位
と
し
た
対
策
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
特
に
被
災
直
後
か

ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
は
じ
め
全
国
各
地

か
ら
続
々
と
医
療
支
援
チ
ー
ム
の

到
着
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

医
療
資
源
を
本
市
被
災
地
域
に
効

果
的
に
投
入
す
る
た
め
に
は
言
う

ま
で
も
な
く
神
奈
川
県
と
連
携
し

た
情
報
共
有
・
活
動
判
断
が
不
可

欠
で
あ
る
。
神
奈
川
県
と
の
相
互

連
携
と
言
う
と
、
お
互
い
の
情
報

を
提
供
し
あ
っ
た
り
、
入
手
し
た

り
と
い
っ
た
行
為
に
と
ど
ま
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
医
療
活
動

で
は
、
震
災
直
後
の
早
い
段
階
か

ら
広
域
的
な
対
応
（
重
症
患
者
の

域
外
搬
送
等
）
が
要
求
さ
れ
る
た

め
、
例
え
ば
、
神
奈
川
県
に
設
置

さ
れ
る
医
療
本
部
に
本
市
関
係
者

を
急
行
さ
せ
、
常
に
情
報
を
同
期

さ
せ
る
と
と
も
に
、
指
揮
統
制
活

動
に
お
い
て
は
神
奈
川
県
と
共
同

で
判
断
す
る
な
ど
の
概
念
を
導
入

し
た
新
た
な
連
携
体
制
を
整
備
し

て
お
き
た
い
。

❸ 

初
動
体
制
の
確
立
を
客
観
的
事

象
に
よ
り
定
型
化
さ
せ
た
い
。

　

初
動
対
応
を
い
か
に
迅
速
、
的

確
に
確
立
で
き
る
か
は
、
ま
さ
に

組
織
の
危
機
管
理
能
力
の
評
価
の

分
岐
点
と
な
る
。
事
前
計
画
に
定

め
る
初
動
体
制
を
い
ち
早
く
立
ち

上
げ
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、個
々

の
判
断
を
責
任
者
を
含
め
た
関
係

者
一
個
人
の
主
観
に
求
め
る
の
で

は
な
く
、
例
え
ば
震
度
５
強
で
本

市
職
員
全
員
が
自
動
参
集
す
る
よ

う
に
、
あ
ら
ゆ
る
客
観
的
事
象
を

判
断
基
準
に
置
き
換
え
、
定
型
化

さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。

❹ 

医
療
分
野
の
特
性
を
考
慮
し
た

通
信
手
段
（
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
）

を
確
立
し
た
い
。

　

災
害
時
に
は
通
信
手
段
が
確
保

で
き
ず
、
指
揮
命
令
系
統
や
関
係

者
（
機
関
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
分
断
さ
れ
る
。
幾
度
と

な
く
指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
機
に
何
と
し

て
も
不
安
を
払
拭
さ
せ
た
い
。
特

に
医
療
活
動
は
行
政
内
部
の
み
で

完
了
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
医

療
関
係
団
体
等
と
の
情
報
共
有
が

必
須
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
を
十

分
に
加
味
し
た
情
報
ツ
ー
ル
の
確

保
（
ハ
ー
ド
）
及
び
情
報
受
伝
達

手
段
の
整
備
（
ソ
フ
ト
）
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図１　横浜市医療チーム診療患者数図２　患者の疾病状況


